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地域福祉活動計画の策定にあたって 
 

 この度、素鵞地区社会福祉協議会では、松山市社会福祉協議会のお力添えの
もと「このまちえがおプラン」に沿って地域福祉活動計画の見直しを図り、素

鵞地区地域福祉活動計画(第 2期 5カ年計画)を策定する運びとなりました。 
 平成 21年の第 1期策定から 13年の月日が経過し、少子高齢化をはじめと
して、独居高齢者の増加や住民同士の関係が希薄になるなど地域を取り巻く環

境が大きく変化しています。 
 素鵞地区には、町内連合会があり、７つのブロックに分かれています。町内
会長からブロック長を選出し、共同募金、ボランティア活動や独自の行事を行
っています。防災訓練、体育祭、文化祭等の大きな行事は公民館本館が主体と
なって開催しています。第 1期からの基本理念であります「石手川 南に広が
る そが福祉」をテーマに素鵞地区社会福祉協議会と素鵞地区まちづくり協議
会(令和 2年 7月設立)、素鵞地区町内連合会、各種福祉団体等が協力し、「汗
だし、知恵だし、笑顔だし」の精神で地域福祉活動計画を進めて参りたいと思
います。 
子どもから高齢者まで、これまで以上に地域活動に参加しやすく安心して暮

らせる環境を作っていきたいと思っています。皆様からのより一層のご理解と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 最後になりましたが、長引くコロナ禍の中、本計画の策定にあたりご尽力頂
きました松山市社会福祉協議会をはじめ、策定委員の皆様に深く感謝するとと
もに、心よりお礼を申し上げます。 

 
 
                        令和 4年 4月 

                        素鵞地区社会福祉協議会 
                        会長  今井 晴美 

                                                     



【素鵞地区の概要】 
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素鵞
そ が

地区 
面 積： 2.42km² 
人 口：18,875人（高齢化率 29.7％） 
世帯数：11,053世帯 

【素鵞地区の特色】 
戦前は純農村地域であったが、近年市街地に隣接する地域として急激に住宅化が進み、

通勤にも便利なためマンション等の建設も多く都市化が進んでいる。しかし、現在はそれ
以上のドーナツ化現象のため、高齢化率も高くなり人口は横ばい状態となっている。そう
いう中にあって、地域住民間の連帯感が薄れつつあり、近隣間のコミュニケーションがス
ムーズにいっていない地域が増えるなど新たな問題が顕在化し、昔からの地域事情に若干
の変化も見えてきている。 

【素鵞地区の地図】 
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【素鵞地区社会福祉協議会の概要】 
 
 
主な活動拠点 素鵞公民館 

構成メンバー（定数） 
会長（1）、副会長（2）、事務局長（1）、会計（1）、監事(2) 
理事（10）、評議員(75)※うち代表評議員(28) 
援護部長（1）、啓発部長(1)、サービス会計（1） 

理事会等の開催 理事会（年 3回）、役員会（年 2回）、総会（年１回） 

構成関係団体 
民生児童委員協議会・まちづくり協議会・町内会連合会・ 
共同募金会・公民館・サロン代表者・高齢クラブ連合会・ 
地区防災など 

主な取り組み 地域福祉サービス事業、ふれあい・いきいきサロン事業、 
福祉学習事業、福祉だより発行(年 2回)、講演会など 

サロン数 ふれあい・いきいきサロン（4ヶ所）、自主サロン（1ヶ所） 

地 域 福 祉 活 動 計 画 の   
策 定 状 況    

 
基本理念 『石手川 南に広がる そが福祉』 
 
第１期計画（平成 21年度作成） 
 計画期間 平成 21年度から平成 25年度（5年間） 
 
第 2期計画 (令和４年度作成) 
 計画期間 令和 4年度から令和 8年度 (5年間) 
 

 

 

                                          

                

３ 

              

素鵞地区社協がめざすもの 
 

  素鵞地区の人口は、２万人近くで、高齢者が多く、特に独居高齢者が多くいます。 

民生児童委員活動をはじめとして、多様な福祉活動が求められる地域です。 

  交通の便が良く、買い物や病院へ通いやすく、生活関連施設も充実しています。安心 

して生活しやすい素鵞地区では、松山市消防局東消防署城東支所の協力のもと、毎年、 

防災訓練や防災訪問を行う等、防災に力を入れています。 

  また、介護予防や健康増進に向けての取り組みも積極的に行っています。 

  まちづくり協議会や各団体と連携しながら、幅広く活動を行い、住民同士があたたか

さを感じられる地域づくりをめざします。 

 



【素鵞地区計画の位置づけ】 
松山市では、「第６次松山市総合計画」を策定し、「様々な世代の人がつながり、支え合い、い

きいきと暮らせるまちを目指す」ことをまちづくりの理念の一つに掲げています。この中で、健
康・福祉分野では「健やかで優しさのあるまち」を基本目標として、誰もが社会とのつながりを
保ちながら、安心して子どもを育て、元気でいきいきと暮らせるような地域の基盤づくりや、健
康の増進、福祉の向上、介護や病気の予防推進に取り組むとともに、地域社会全体で積極的に支
え合い、助け合える、優しさのあるまちづくりを目指しています。 
「このまちのえがおプラン」は、この総合計画を上位計画として地域福祉に関する各種施策を

具体的に進めていくための基本計画であるとともに、地域生活課題の解決に向けて「松山市高齢
者福祉計画・介護保険事業計画」、「松山市障害福祉計画・障害児福祉計画」、「松山市障害者計画」、
「松山市子ども・子育て支援事業計画」、「松山市健康増進計画」など福祉分野やその他関連する
個別計画の施策を横断的、総合的に推進するものです。 
また、地区社会福祉協議会が地域の特性に応じて策定する「地域福祉活動計画」と連携し、効

果的に地域福祉を推進していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【計画の期間】 
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第６次松山市総合計画 
健康・福祉分野「健やかで優しさのあるまち」 

第４期松山市地域福祉計画・地域福祉活動推進計画 

このまちのえがおプラン 

そ
の
他
の
個
別
計
画 

松
山
市
健
康
増
進
計
画 

「
健
康
ぞ
な
も
し
松
山
」 

松
山
市
子
ど
も
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子
育
て
支
援
事
業
計
画 

松
山
市
障
害
者
計
画 

松
山
市
障
害
福
祉
計
画
・ 

障
害
児
福
祉
計
画 

松
山
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・ 

介
護
保
険
事
業
計
画 

［地域福祉を横断的、総合的に推進する基本計画］ 

地域福祉 

活動計画 

地域福祉 

活動計画 

地域福祉 

活動計画 

・
・
・
・ 

連携 

地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

計画期間は、令和 4年度から令和 8年度までの５ヵ年とします。 
（2022年度）   （2026年度） 

（計画期間中であっても、社会の状況が大きく変わったときなど、必要に応じて見直しを行います） 
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素鵞地区地域福祉活動計画

１．基本理念

石手川　南に広がる　そが福祉
2．基本計画

(１)地区社協の基盤整備

実施計画
年度計画

５年計画

各種会則・規約の整備
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

町内連合会や民児協と協力し共同募金活動

必要に応じて随時整備を行う。

公民館及びまちづくり協議会、町内連合会、

民生児童委員協議会等の団体と情報交換し、

相互の協力体制を整備していく。

理事会・評議員会の開催
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

地区社協拠点整備及び協働
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

理事会・評議員会を充実し定期的な開催及

び必要に応じて臨時開催する。

理事会：年3回　評議員会：年１回

(理事等役員 20名程度　代表評議員 ２8名)

役員会の開催
継
続

⇒ ⇒ 必要に応じて開催し、情報の共有に努める。

の拡充を図り財源確保に努める。

共同募金活動の必要性や配分金の活用につ

いて、地域住民に周知する。

地区福祉だより発行
(そがの福祉だより)

充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

活動資金の確保
(共同募金配分金・寄付)

充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

と連携し、災害時の福祉活動が行えるよう

協力体制を整備する。

必要に応じて地区社協の活動資金(定期預金)

を活用し支援を行う。

5

年2回発行。校区全戸配布。

地区の福祉活動について紹介する。

身近な情報を提供し、内容の充実を図る。

災害発生時対応
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

災害等が発生した場合、地区自主防災会等
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「わくわくスクール」の開催により児童の

健全育成を行う。

(２)福祉学習とボランティア

実施計画
年度計画

５年計画

福祉学習事業
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

3つの小中学校の福祉学習の充実を図る。

小中学校との連携強化に努め、各種事業に

参加・協力する。

登下校時の見守り、安全パトロールを行う。

児童クラブ等、児童・生徒の健全育成を行う。

各種研修会への参加・協力
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

児童・生徒の健全育成
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

市社協等の他団体が開催する研修会等に積

極的に参加・協力する。

福祉についての理解を深める。

「福祉講座」の開催
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

高齢者や地域住民を対象に、身近な福祉を

テーマに年１回開催する。

福祉についての意識を高める。

地域福祉サービス事業に
おける協力会員研修会等

充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

協力会員について、周知に努め、登録者の

増員を図る。

協力会員の研修会を行う。

独居高齢者みまもり員
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

独居高齢者の安否確認を行う。

民生児童委員と情報を共有し支援に繋げる。

研修会を随時行う。

6
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向上を図る。

けを行う。

地域の掲示板を有効活用し情報提供する。

⇒

参加者主体の運営を行い、啓発・協力・支

援を行う。

サロン運営の世話役(後継者)を探す。

※現在4サロン サロン活動を紹介し、積極的な参加を促す。

(３)在宅福祉・生きがい介護予防サービス

実施計画
年度計画

５年計画

ふれあい・いきいき
サロン事業

充
実

⇒ ⇒ ⇒

在宅福祉サービス(ゴミ出し・買い物・掃除

等)事業について周知に努める。

各団体と連携し、ニーズの把握に努める。

依頼がある場合、適切に対応する。

独居高齢者訪問
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

地域福祉サービス事業
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

民生児童委員と独居高齢者みまもり員が連

携し継続して65歳以上の独居高齢者に対し

て安否確認を行い、必要な支援につなげる。

各町内会役員とも連携し情報を共有する。

独居高齢者慰問事業
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

年末に75歳以上の独居高齢者を訪問し、メ

ッセージとテッシュペーパーを届ける。

地区敬老会への協力
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

敬老の日に75歳になる方に市からのお祝い

を届ける。

まつイチ体操 充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

参加者主体の運営を行い、啓発・協力・支

援を行う。

※現在９ヵ所 活動の紹介を行う。

7

包括支援センターや行政、各団体と協力し、

特定健診や後期高齢者健康診査の受診率の

健康に対してのひとりひとりの意識が高ま

自主サロン
充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
自主サロンの把握を行う。

必要に応じ協力・支援する。

るよう、セルフケア通信を利用して働きか

健康増進・生活習慣病の
予防

充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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極的な協力を継続して行う。

地域振興部」との連携に努め事業の効果的

する。

(４)関係団体との連携・協働

実施計画
年度計画

５年計画

地区の福祉活動の拠点として活用する。

より一層の連携を図り、公民館事業への積

まちづくり協議会との
連携・協働

充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

まちづくり協議会の「安心安全部」、「保

健福祉部」、「教育文化部」、「環境・地

公民館事業との連携・協働
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

推進を図る。

町内連合会との連携・協働
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

情報交換を密に行い連携・協働に努める。

共同募金活動の拡充を図る。

「そがの福祉だより」の全戸配布を行う。

民生児童委員協議会とより一層の連携強化

を図り、地域福祉に貢献する。

協力員の周知・増員に努める。

自主防災会との
連携・協働

充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

民生児童委員協議会との
連携・協働

充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

災害時の福祉活動に備え、連携のあり方を

検討し充実を図る。

助成金等の側面支援を検討する。

継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

助成金等により活動の支援を行う。

高齢クラブ連合会のグランドゴルフや運動

※現在9か所 会を支援する。

高齢クラブ連合会活動の
支援

地域包括支援センター
東・拓南との連携

充
実

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

情報の交換・共有を行い連携強化に努める。

認知症劇やセルフケア通信の発行等に協力

地域ケア会議(圏域)への参加。

「そがの福祉だより」の記事依頼する。

地区内の福祉施設等の事業やイベント等に

協力する。

各種団体への助成
継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

各種団体に対し継続して助成支援を行う。

各種団体の活動内容等について把握する。

地域の病院・介護事業所・
障がい者施設との連携

継
続

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

地区内の福祉施設等を把握する。

必要があれば、新規助成について検討する。
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各町内会長(44名)及び各町内会役員

民生委員児童委員(49名)、主任児童委員(3名)

独居高齢者みまもり員(27名) 土地改良区集会所

素鵞地区保護司(17名)、子ども見守り隊員(15名)

サービス事業協力員、高齢クラブ会長(9名)

松山東少年警察協助員(9名)、子ども見守り員 食生活改善推進協議会

青色防犯パトロール隊員(9名) 保健推進協議会

消防団員(31名)、女性消防団員(5名)

公園管理協力会長及び役員

水利組合長及び組合員

寺･神社総代、氏子総代

町内連合会連絡員(60名) PTA

防災士、交通指導員

ふれあいサロン、交流サロン

まつイチ体操、ｽﾄﾚｯﾁ体操

各種祭(地方祭･地蔵祭･

どろんこ運動会、グランドゴルフ大会

防災訓練、独居高齢者慰問事業

健康ウォーキング、健康講座

地 域 福 祉 台 帳
ー 鍵穴式 (キーホール方式) 地域福祉台帳 ー

共同募金会 青色防犯パトロール隊

子ども見守り隊

公民館図書

女性教室 地区民生児童委員協議会

人　　　材 公民館(１)　分館(１4 ) 団　　　体
連絡員協議会 地区町内会連合会

公民館長、分館長 各町内会 地区高齢者クラブ連合会

松山東署少年警察共助隊

児童クラブ運営委員会 女性防火クラブ

更生保護女性会 神輿保存会

水利組合

がちょうの会 自主防災会

地区社会福祉協議会

母子保健推進協議会 子供会・愛護班

成人式実行委員会 消防団 公園管理協力会

地区まちづくり協議会

素鵞公民館

分館(1４)、集会所

　　　　夏越大祓･天神祭･盆踊り) 掲示板(29ヶ所)

地区体育祭、各町内簡易総会、忘年会、新年会 中村老人福祉センター

青少年育成支援員 体育協会 各種サロン

町内レクリエーション、地区文化祭 伊予鉄道駅(石手川公園駅・立花駅)

原爆慰霊碑、和田重次郎顕彰碑、ｵｰﾛﾗ遊歩道

日の出町金毘羅神社、西光寺(枝松堂)、弁天神社

福祉学習事業、わくわくスクール 枝松神社、多聞院、倉之町神社、素鵞神社

町祈祷、各町内敬老会、地区敬老会 素鵞小学校、福音小学校※、拓南中学校

顕彰式典、分館清掃、公園清掃 素鵞交番、大街道交番※、立花郵便局

防犯パトロール、年末パトロール、子ども見守り 各町内公園

≪人口及び世帯数は、松山市地区別推計人口　令和4年1月1日現在による≫

〇この台帳は、人材、団体、仕組・行事等、拠点・施設等の資源を町別にまとめたものです。

〇この台帳は、今後も新たな情報の追加・変更等を行います。
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石手川緑地公園整備、ライトアップ事業 大音寺、若宮神社、井手神社、中村荒神、相向寺

消防水防倉庫詰所、拓川市民運動広場

独居ねたきり高齢者家庭防災訪問 地域包括支援センター東・拓南※

仕組・行事等 ※地域外 拠点・施設等

面積：2.42 ㎢
人口：18,875 人

65歳以上：5,597 人

高齢化率：29.7％

世帯数：11,053 世帯

１世帯人口：1.71人



★指定避難所(指定一般避難所)

　　素鵞公民館(中村)

　　素鵞小学校(小坂)

　　拓南中学校(枝松)

　　松山保育園(中村)

★指定福祉避難所：指定避難所に避難されている方で、高齢者や障がい者、妊婦など、
　　　　　　　　　指定避難所での生活に特別な配慮が必要と判断された方が、
　　　　　　　　　指定避難所から移り避難生活を行う施設。

　　NPO法人　ほっとねっと　就労継続支援B型事業所　すけっと工房(小坂)

介護付有料老人ホーム　あったか拓南(中村)

★指定緊急避難場所

　　松山保育園グラウンド(中村)

　　小坂公園(小坂)

　　素鵞小学校グラウンド(小坂)

　　拓南中学校グラウンド(枝松)

　　枝松公園(枝松) 福音公園(枝松)

　　中村公園(中村)

　　拓川市民運動広場(西立花)

　　石手川緑地

　　聖カタリナ学園高等学校グラウンド(西立花)

ホリデースポーツクラブ松山 やまにし眼科

JA松山市拓南支所 田窪リウマチ整形外科

マルナカ小坂店 小田泌尿器科ふみこ皮膚科ｸﾘﾆｯｸ   　 まごの手、ゆうゆう立花

ドラッグストアひまわり いちかわ内視鏡内科ｸﾘﾆｯｸ

エスパス21乗松記念館 あさの胃腸内科クリニック

フジﾞ立花店、友岡薬局 清家整形外科

末広マート立花店、ｸﾛｰﾊﾞｰ薬局 たかいわ小児科

奥村ｽﾄｱｰ、イオンスタイル松山※ 一色眼科

レディ薬局拓川店、コスモ薬局 前野整形外科

ｽｰﾊﾟｰ日東※、ｺｰﾌﾟえひめ束本店※ ふなき歯科

サニーマート束本店※ さえきクリニック耳鼻咽喉科

子羊園、ジャックと豆の木園 南松山病院※

さかのうえ保育園 立花クリニック

市立松山保育園 いのうえ歯科

立花こども園、日野学園 松山協和病院 アユーラ小規模多機能型

放課後デイサービスソレイユ サトウ歯科

アユーラキッズルームあむぱむ こんどう歯科クリニック

三福５starｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ保育園 すけっと工房

※地域外

〈サービス付き高齢者住宅〉

〈グループホーム〉

 　 媛のくに、やわらぎ

     グループホームあゆーら

 　 グループホームなないろ

〈有料老人ホーム〉

  　オアシス、そがの里

  　あったか拓南、菫野花館

　  ダイヤサービス

　  ファミール立花

      あったか拓南

      いろり、いろり2号館

　　ベストケア(ｼｮｰﾄｽﾃｲも有)

　　アユーラﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

　　デイサービスなないろ

　　デイサービス道後茶寮

  　 えみらいふ小坂

　   ハーモニーガーデン

〈デイサービス〉

アユーラ小規模多機能枝松

居宅介護事業所

トミーホーム中村

拠点・施設等 福祉用具サービスあおぞら
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小規模多機能ホーム虹の家

ほわいと



町内会長(４名)、町内会役員(７名)

民生委員児童委員(２名)、交通指導員(１名) 日の出町上ノ町

独居高齢者みまもり員(１名) 日の出町東ノ町

保護司(１名) 日の出町南ノ町

サービス事業協力員(２名) 日の出町中ノ町

青色防犯パトロール隊員(１名)

子ども見守り隊員(２名) 高齢クラブ  日の出悠遊クラブ

高齢クラブ地区会長(１名)

分館長(1名)、分館主事(1名)

消防団員(3名)

各種お祭り

敬老会

町祈祷 日の出分館

お文地蔵祭り 掲示板（４ヶ所）

顕彰碑式典 日の出町金毘羅神社

句碑公園

オーロラ遊歩道

日の出公園

消防水防倉庫詰所

アユーラ(デイサービス)

新立橋

アユーラキッズルームあむぱむ

仕組・行事等 拠点・施設等
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子ども見守り隊

和田重次郎顕彰碑

アユーラステーション松山

アユーラ小規模多機能型居宅介護事業所他

日の出町　福祉台帳
人　材 団　体

町内会連合会(4町内会)

青色防犯パトロール隊

世帯数 222世帯

人口 ３７7人

１世帯人口1.70人



町内会長(12名)、町内会役員

民生委員児童委員(６名) 枝松1丁目西 枝松4丁目

独居高齢者みまもり員(2名) 枝松1丁目東 枝松4丁目国道筋

保護司(3名) 枝松2丁目西 枝松5丁目北

土地改良区長(1名) 枝松2丁目東 枝松5丁目南

分館長(1名)、分館主事(1名) 枝松3丁目 枝松６丁目東

子ども見守り(各家庭の親が行っている) 枝松2・3丁目 枝松６丁目西

消防団員(3名)

高齢クラブ

枝松親老会：枝松1・2丁目

南枝松親老会：枝松３～6丁目

各種お祭り

防災訓練 枝松集会所(枝松分館)

枝松親老会

枝松連合町内会春季運動会

枝松

南枝松親老会

盆踊り(8月に実施)

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ：媛のくに、やわらぎ、アユーラ

有料老人ホーム菫野花館、 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ道後茶寮

アユーラ小規模多機能枝松

枝松公園、福音公園

やまにし眼科、田窪リウマチ整形外科

小田泌尿器科･ふみこ皮膚科クリニック

こんどう歯科クリニック

いちかわ内視鏡内科クリニック

ホリデースポーツクラブ松山・ベルモニー枝松

掲示板（１ヶ所）

拠点・施設等

枝松(１～6丁目)　福祉台帳
人　材 団　体

町内会連合会(12町内会)

まつイチ体操(2ヵ所)

水利組合
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仕組・行事等 ジャックと豆の木園

西光寺(枝松堂)、弁天神社、枝松神社、多聞院

拓南中学校

世帯数 2,211世帯

人口 4,056人

１世帯人口 1.83人



町内会長(７名)、町内会役員

分館長(1名)、分館主事(1名) 小坂1丁目北 小坂3丁目

高齢者クラブ会長、役員 小坂1丁目南 小坂4丁目東

子ども会、愛護班会長 小坂2丁目 小坂4丁目西

消防団員(6名)、防災士 小坂5丁目

保護司(5名)

青色防犯パトロール隊員、青少年育成支援員

警察協助員、警察ボランティア

交通安全指導員、交番相談員、青少年補導員 青色防犯パトロール隊

子ども見守り隊、子ども見守り員 高齢クラブ 南小坂幸鈴クラブ：小坂3・4・5丁目

水利組合総代、倉之町神社総代

民生委員児童委員(９名)

運動会(南小坂)

親睦会(お花見)

町内清掃 子羊園(保育園)

神社・公園清掃

独居高齢者慰問：ティッシュ配布 あさの胃腸内科クリニック

敬老行事：お茶配布 清家整形外科

演芸大会(南小坂) たかいわ小児科

まつイチ体操  元気っこ・そが 一色眼科

町内会総会、忘年会 前野整形外科

年末防犯パトロール
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サトウ歯科 すけっと工房

仕組・行事等 エスパス21乗松記念館 拠点・施設等

サ高住 まごの手

サ高住 えみらいふ小坂

有料老人ホーム オアシス

有料老人ホーム そがの里

素鵞小学校 JA松山市拓南支所

マルナカ小坂店

さかのうえ保育園 ドラッグストアひまわり

南小坂分館 素鵞交番

盆踊り大会(南小坂) 掲示板（５ヶ所） 小坂公園

防災訓練

氏神様地方祭(初午祭、春祭り、秋祭り)

公園管理協力会 女性部

子供会、愛護班 神輿保存会

各町内会(７町内会)

公園管理協力会会長、役員

主任児童委員(１名)

独居高齢者見まもり員(３名)

消防団

水利組合

土地改良区

ソフトボールクラブ

　　　　小坂(１～5丁目)　福祉台帳　　　
人　材 団　体

倉之町神社(北小坂集会所)、豊川稲荷

世帯数 2,320世帯

人口 3,842人

１世帯人口 1.66人



町内会長(８名)、町内会役員 各町内会(８町内会)

分館長(3名)、分館主事(3名) 中村1丁目東 中村4丁目南１

土地改良区総代 中村本町 中村4丁目南2

素鵞神社総代 中村西 中村4・5丁目西

高齢クラブ会長 中村3丁目 中村5丁目東

老人会会長 高齢クラブ  中村西むつみ会：中村1・2丁目

青色防犯パトロール隊員

子ども見守り隊員、子ども見守り員

消防団員(8名)

保護司(3名)

民生委員児童委員(13名)

主任児童委員(1名)

独居高齢者みまもり員(8名)

サービス事業協力会員

交通指導員

素鵞公民館(中村3丁目分館)

中村4丁目南1分館

サロンふれあい(週1回)：素鵞公民館 中村4丁目南２分館

中村会堂(土地改良区集会所)

掲示板（３ヶ所）

素鵞神社、中村荒神

奥村ストア

市立松山保育園

そがのより道(地域包括支援センター東・拓南)

三福5starｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ保育園

ふなき歯科

中村公園

西町コミュニティ公園

石手川緑地

中村橋

永木橋
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仕組・行事等 拠点・施設等

まつイチ体操   健康体操

各種お祭り神輿

防災訓練

敬老会(西町むつみ会　7月１2月)

運動会

デイサービスいろり2号館

サ高住まごの手

ﾍﾞｽﾄｹｱ(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ・ｼｮｰﾄｽﾃｲ)

ﾀﾞｲﾔｻｰﾋﾞｽ(有料老人ﾎｰﾑ)

あったか拓南(有料老人ﾎｰﾑ・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)

ﾄﾐｰﾎｰﾑ中村

消防団

土地改良区

青色防犯パトロール隊

愛護班(中村4丁目南２)

町内班長会

 中 村(1～5丁目)　福祉台帳　
人　材 団　体

ほわいと

世帯数 2,599世帯

人口 4,335人

１世帯人口 1.67人



町内会長(3名)、副会長、役員 各町内会(3町内会)

分館長(2名)、分館主事(2名) 祇園町１

交通指導員(１名) 祇園町２

民生委員児童委員(４名) 祇園町３

独居高齢者みまもり員(４名)

防災士 高齢クラブ  愛老会：祇園２

消防団員(5名) 消防団

高齢クラブ地区会長(１名) 愛護班(1･2)

素鵞神社(氏子総代･副総代)

若宮神社(氏子総代)

秋祭り

夜警

ふれあいサロンぎおん(月2回)：祇園町2丁目分館 祇園町2丁目分館

ストレッチ体操(松山協和病院)

まつイチ体操   百合の会

さえきクリニック耳鼻咽喉科

放課後デイサービス　ソレイユ

石手川緑地

中村橋
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集会所１

掲示板１ヶ所

仕組・行事等 拠点・施設等

祇園町3丁目分館

祇園町(１～３)　福祉台帳
人　材 団　体

　

世帯数 683世帯

人口 1,06９人

１世帯人口 1.５7人



町内会長(４名)､町内会役員､相談役、顧問 各町内会(４町内会)

分館長(2名)、分館主事(2名) 立花1丁目本通り 立花2丁目

高齢クラブ寿会会長、高齢クラブ会長 立花1丁目東 立花３丁目

サロンたちばな会長

女性防火クラブ会長 高齢クラブ   立花２丁目寿会

防災士、消防団員(1名) やよい会高齢者クラブ

自主防災会長､相談所長(２丁目) 女性防火クラブ

民生委員児童委員(6名) 自主防災会

独居高齢者みまもり員(3名) 体育部

子ども見守り隊員(２名)、子ども見守り員 青色防犯パトロール隊

井手神社･若宮神社総代 愛護班(１丁目本通り､３丁目)

地域活動連絡委員、 大街道交番連絡委員 子供会(３丁目)

青色防犯パトロール隊

保護司(1名)

交通指導員、防犯活動員

防災訓練

サロンたちばな(月２回)：立花2丁目分館

さわやかサロン(月2回)：立花３丁目分館 立花2丁目分館

秋祭り(子供神輿巡町)､お祭り(夏越大祓･天神祭) 立花3丁目分館

町内レク(年１回バス旅行：２丁目、3丁目) 集会所(若宮神社、１丁目東・本通り)

町内会敬老の日(赤飯贈呈) 掲示板(３ヶ所)

町内文化祭(２年に１度開催：２丁目) 伊予鉄道立花駅

高齢クラブ立花2丁目寿会(毎週グランドゴルフ) 井手神社、若宮神社、大音寺

年末パトロール(７日間) 友岡薬局、クローバー薬局、コスモ薬局

町祈祷、新年会、敬老会 清掃活動 松山協和病院、南松山病院※

防犯パトロール

グランドゴルフ同好会(３丁目)

命の貯蓄体操(３丁目)

ソフト部(３丁目)

大街道交番※

フジ立花店

立花クリニック、いのうえ歯科
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サ高住　ハーモニーガーデン、ゆうゆう立花

デイサービスいろり

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑﾌｧﾐｰﾙ立花、福祉用具ｻｰﾋﾞｽあおぞら

仕組・行事等 立花公園 拠点・施設等

南立花(1丁目本通り・東、2～３丁目)福祉台帳
人　材 団　体

世帯数 1,361世帯

人口 2,157人

１世帯人口 1.59人



各町内会(６町内会)

分館長(4名)、分館主事(4名) 立花1・2丁目西

体育委員 立花4丁目第1

民生委員児童委員(9名) 立花4丁目睦

主任児童委員(1名)

独居高齢者みまもり員(6名)

交通指導員

広報連絡員

保護司(4名)

子ども見守り隊、子ども見守り員

子供会事務局

水利組合員 やよい会高齢者クラブ：立花4丁目

氏子総代･宮総代 子供会(１・２丁目西)

防災士

消防団員(5名)

市民大清掃

防災訓練

まつイチ体操､ストレッチ体操(4ヵ所)

立花4丁目分館

立花5丁目分館

立花6丁目分館

お茶飲みサロン 拓川分館

運動会、三世代餅つき、秋祭り、盆踊り大会 集会所：2ヶ所(立花1・2丁目西、立花4丁目睦)

防犯パトロール、独居高齢者慰問 掲示板(９ヶ所)

忘年会、新年会 伊予鉄道石手川公園駅

お花見､石手川公園清掃、分館清掃 松山協和病院

日野学園(文化祭協力活動･防火訓練) 立花こども園

愛護班(ラジオ体操･レクレーション) 日野学園

グランドゴルフ 原爆慰霊碑、相向寺

拓川市民運動広場、石手川緑地

末広橋、石手川鉄橋

デイサービスなないろ

南松山病院※

小規模多機能ホーム虹の家

仕組・行事等 拠点・施設等
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睦体操クラブﾞ：4丁目睦、はなまるｻｰｸﾙ：5丁目

末広マート立花店

交流サロン：おやゆびこゆび(協和病院内会議室)

 野菊班：4丁目第１、拓川ひまわり娘：拓川町

レディ薬局拓川店

(1・2丁目西、4丁目第１、5丁目)

婦人部(５丁目)

婦人会(１・２丁目西、４丁目第１、拓川町)

壮年部(５丁目)

自主防災連合会

高齢クラブ　若宮高齢クラブ：立花1・2丁目西

立花5丁目

立花6丁目

拓川町

長寿会(５丁目)

愛護班(４丁目第１、５丁目、６丁目)

西立花(1・2丁目西、４～６丁目、拓川町)福祉台帳
人　材 団　体

町内会長(６名)、町内会役員

グループホームなないろ

世帯数 1,657世帯

人口 3,039人

１世帯人口 1.83人



委　員

委　員

委　員

委　員

委　員

18

委員長

素鵞地区地域福祉活動計画策定委員会名簿
【　順不同　】

NO. 役　職 氏　名 備　　考

1
地区社会福祉協議会　会長
地区民生児童委員協議会　会長

今井　晴美

2

3

4

5

9

委　員 土居　毅

委　員 宮岡　安幸

委　員

6

7

8

清家　由香里

14

13 山城　喜武

石丸　良一

委　員10

11

12 樽本　訓佳

委　員

委　員

大上　修二

公民館長

地区まちづくり協議会　会長

地区高齢クラブ連合会　会長

地域防災士会　会長

村井　慎一

谷田　慶子

泉　治雄

サロン統括責任者

地区町内連合会　会長

近藤　哲夫

祇園町　ブロック長　(祗園町３　町内会長)
地区町内連合会　副会長
枝松　ブロック長　(枝松６丁目西　町内会長)

村井　潔

小坂　ブロック長　(小坂４丁目東　町内会長)
地区町内連合会 理事

久保田　千鶴子

中村　ブロック長　(中村1丁目東　町内会長)
地区町内連合会　理事

アドバイザー 吉田　秀志 包括支援センター東・拓南

日の出町 ブロック長　(日の出町南ノ丁 町内会長)

地区社会福祉協議会　地域福祉サービス援護部長

地区社会福祉協議会　事務局長

地区町内連合会　監事　
南立花　ブロック長　(立花３丁目　町内会長)
地区町内連合会　事務長
西立花　ブロック長　(立花4丁目第1　町内会長)
地区町内連合会 副会長　地区社会福祉協議会 理事

委　員

委　員

山内　経男

15 委　員



素鵞地区地域福祉活動計画策定委員会開催状況

回 開催日 参加者 内　容

第1回 R3.11.16(土) ４名 第2期活動計画の策定方法・手順の検討

第2回 R3.10.20(水) １７名
第2期活動計画の策定方法・手順の説明

第2期活動計画の基本理念・基本計画の決定

第4回 R4.1.25(月) 4名
掲載内容の検討

福祉台帳作成・表紙検討他

第3回 R3.12.24(金) 4名
福祉台帳の取りまとめ

5カ年計画の作成
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第6回 R4.4 １７名 第2期活動計画の配布

第5回 R4.２ 27名
書面にて、第2期活動計画のチェック

(策定委員及び理事会の承認を受ける)



　　※素鵞地区は、石手川の中流に位置し、
　　　七つの橋で松山市の中心市街区と
　　　結ばれています。

略図：素鵞公民館創立50周年記念誌より引用

20
　特色があるそうです。(幅員 全長 16m   両補道 3.5m  車道 9m)　　　　文：近藤哲夫

⑦末広橋　　平成7年に建設されました。最初の末広橋は、昭和25年に重信川に架かってい
　た森松橋の一部を湯渡橋と同様、運んできて、架けたものです。今の末広橋は、松山市の

⑤立花橋　　文政2年(1819年)に堯音和尚が何年もかかって托鉢をしてできたお金で造った
　もので、その徳を慕って堯音橋と呼び蓬莱橋(新立橋)の次に石手川に架かった永代橋です。
　堯音橋は木造のため架け替えられ、大正15年大水のため流失、以後3年をかけて昭和3年、
　現在の橋が完成しました。

　中心市街地と南部地域を結ぶために平成4年から整備され完成させたものです。橋の広さに

　麗しき蓬莱橋と命名せられました。明治21年に架け替えられ、この頃から新立橋と呼ばれ
　るようになりました。現在は、昭和11年に架設されたものです。

③永木橋　　戦後の復興と日本の車社会への実現が目前に迫ったため素鵞地区でも新立橋を
　通る国道11号線バイパスとして、永木橋の建設に着手しました。その工事現場で発見され
　たのが有名な弥生時代の釜の口遺跡です。昭和52年～54年に建設され、現在は、新国道11
　号線になりました。

④中村橋　　以前は、中村渡という板の小橋で地域の永代橋をという希望により大正元年に
　出来た木造の橋でした。そのあと、洪水により流失、二代目の橋は、鉄製の橋で昭和49年
　まで活躍し、現在は、三代目、昭和50年に建設されました。

⑥石手川鉄橋　　明治24年(1891年)石手川に鉄橋を架設し、坊っちゃん列車を素鵞村立花へ
　そして横河原線、森松線を延長して造られた日本最古の鉄橋として、知られています。

　泰平の時代になり、石手川に初めて架かった橋です。橋の形は、虹の如く曲がって、名も

『石手川公園と橋』は、わが町『素鵞』のシンボルです

①湯渡橋　　一番上流に架けられた石手川の橋。昔、人々が、道後の湯に入る為に川にかけ
　られた、小さな木製の橋を渡って行ったということから、橋の名前は、湯渡橋と呼ばれる
　ようになりました。昭和24年には、森松橋の一部をここに運んで架け替え、更に昭和36年
　本格的な橋になりました。平成4年には、湯渡橋が、東部環状線の一部として美しい橋に、
　架け替えられました。

②新立橋　　寛政元年(1789年)砲術家である宮内与八が橋を架けました。石手川は、松山城
　の外堀の役目を担っていたから橋を架けるなどということは、考えられなかったが、天下



の地にトレイル(雪道)を開拓するなど、アラスカ・カナダの開拓史に偉大な足跡を残します。
その一方、松山市日の出町に残してきた母セツには、終生孝養を尽くしました。

和田重次郎のアラスカ開拓者としての偉業と母セツへの孝養の精神を顕彰するために、顕彰
碑・胸像・短編小説「犬ぞり使いの神様」を書いた新田次郎を記念した文学碑の三基が日の
出町の緑地公園に建立されました。
素鵞地区では、小中学校で、和田重次郎について学習の時間を設けています。

また、まちづくり協議会を中心に、石手川緑地公園内の和田重次郎顕彰碑やオーロラ遊歩道
の整備や花壇づくり、ライトアップ事業など小中学生や地域住民など多くの人が、参加して
います。また、和田重次郎をめぐるウォーキングなども行われており、地域の憩いの場とな
っています。

オーロラに駆けるサムライ　和田重次郎

和田重次郎は、松山市日の出町で幼少期を過ごしますが、17歳の時に大志を抱き、独りアメ
リカに密航します。

胸像

掲示板
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原住民さえ恐れた北極圏の奥地を犬ぞりで探検し、多くの金鉱や油田を発掘するほか、未開

顕彰碑

文学碑

愛媛県出身のアラスカ・カナダ開拓者
和田重次郎(1875-1937)



素鵞地区の活動の様子

防災訓練 健康ウォーキング

文化祭 どろんこ運動会

オーロラ遊歩道の整備 石手川緑地公園　ライトアップ事業
～希望の光プロジェクト～
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素鵞地区の活動の様子

サロンの風景 まつイチ体操

素鵞小学校での認知症劇 女性教室  シトラスリボン作り

地域包括支援センター東・拓南による　 地域包括支援センター東・拓南による
地域ケア会議(圏域) 素鵞地区セルフケア通信作成

認知症サポーター養成講座



24
イラスト：近藤哲夫

素鵞地区のシンボルの花は、チューリップです。
住民一人ひとりが思いやりを持って過ごせる
地域をめざしています。
石手川緑地公園にもたくさんのチューリップが
咲いています。

～ 素鵞の花　チューリップ ～

素鵞地区の活動の様子

松山市地域包括支援センター東・拓南 地域のお宝発表会inまつやま
介護予防研修会 「凄技！そがのビフォーアフター」

わくわくスクール(コロナ禍での食育教室) 町内の掲示板の活用



〒790-0808
松山市若草町８番地２ 松山市総合福祉センター内

発行日　令和４年４月

素鵞地区地域福祉活動計画(第2期)

発行　素鵞地区社会福祉協議会
(素鵞地区地域福祉活動計画策定委員会)

《問い合わせ先》

E-mail  chiiki@matuyama-wel.jp
TEL 089-941-3828    FAX  089-941-4408

松山市社会福祉協議会 地域福祉部 地域支援課
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